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最
近
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
通
知

さ
れ
る
緊
急
地
震

速
報
で
何
度
か
起

こ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
あ
っ

た
の
で
こ
れ
に
は
慣
れ
て
き

ま
し
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
鳴
り
終
わ
っ
た
後
に
、

防
災
行
政
無
線
も
流
れ
て
く

る
と
恐
怖
に
似
た
も
の
を
感

じ
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
持
た
な
い
人
へ
の
伝

達
手
段
と
し
て
重
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
私
に
は
こ
れ
が

空
襲
警
報
の
よ
う
に
聞
こ
え

ま
す
。
本
当
に
空
襲
警
報
を

体
験
し
た
人
か
ら
は
「
そ
ん

な
も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
怒

ら
れ
そ
う
で
す
が
、
恐
怖
感

を
覚
え
た
背
景
に
は
今
の
世

の
中
の
情
勢
が
あ
り
ま
す
。

国
民
の
命
を
一
番
に
考
え

ず
、
国
を
自
分
の
思
う
が
ま

ま
に
し
よ
う
と
す
る
首
相
の

言
動
は
戦
時
中
の〝
独
裁
者
〞

の
よ
う
で
、
も
し
、
戦
争
に

な
っ
た
ら
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
は
守
ら
れ
る
の
か
と
不

安
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

広
が
る
中
で
、
自
粛
警
察
な

る
も
の
が
感
染
者
を
誹
謗
中

傷
し
た
り
飲
食
店
に
嫌
が
ら

せ
の
張
り
紙
を
し
た
り
す
る

こ
と
も
戦
時
中
の
「
隣
組
」

の
よ
う
に
も
思
え
て
き
て
、

い
ま
恐
怖
の
中
で
生
き
て
い

る
気
に
さ
せ
ら
れ
る
の
で

す
。
も
っ
と
隣
同
士
が
信
頼

の
絆
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
そ
の

た
め
に
も
医
療
生
協
の
組
合

員
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。編

集
長　

城
谷
創
一

青い空

絵
手
紙

川
崎
区　

吉
田
久
子

感染リスク感染リスク高い高い口呼吸口呼吸
　新型コロナウイルスの感染リスクを少しでも減らすために、気をつけてほしい
のが口呼吸です。感染の元ともいわれる口呼吸ではなく、鼻呼吸を意識すること
が大切です。 （歯科衛生士　丸子 信恵）

　

今
や
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
マ

ス
ク
で
す
が
、
マ

ス
ク
を
着
用
す
る

こ
と
で
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
口

呼
吸
に
な
っ
て
い

る
人
が
か
な
り
い

ま
す
。
口
呼
吸
は

感
染
の
元
と
も
言

わ
れ
、
口
呼
吸
の

習
慣
が
つ
く
と
、

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

な
ど
が
直
接
の
ど

に
取
り
込
ま
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
は
、
乾
い
た
空
気
と

一
緒
に
身
体
に
入
る
だ
け
で
な

く
、
口
腔
や
の
ど
が
乾
燥
す
る

と
免
疫
力
が
落
ち
る
た
め
に
、

感
染
し
や
す
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

鼻
呼
吸
な
ら
鼻
毛
や
鼻
水
が

あ
る
程
度
ブ
ロ
ッ
ク
し
、
入
っ

て
く
る
空
気
も
副
鼻
腔
で
温
め

ら
れ
る
た
め
感
染
リ
ス
ク
が
減

り
ま
す
。
マ
ス
ク
を
着
用
し
た

際
は
鼻
呼
吸
が
大
事
で
す
。
鼻

は
人
体
に
備
わ
っ
た
天
然
の
フ

ィ
ル
タ
ー
で
す
。
マ
ス
ク
を
し

て
な
い
時
も
常
に
鼻
呼
吸
を
意

識
し
ま
し
ょ
う
。

あ
い
う
べ
体
操
は
新
型

コ
ロ
ナ
に
も
効
果
あ
り

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
で
知

ら
れ
て
い
る「
あ
い
う
べ
体
操
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

も
十
分
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
あ
い
う
べ
体
操
を
実

践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
率
を
大
幅

に
下
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

舌
の
位
置
は
上
顎あ

ご

に
く
っ
つ

い
て
い
ま
す
か
？　

年
齢
と
と

も
に
舌
は
だ
ん
だ
ん
と
下
が
っ

て
い
き
ま
す
。
舌
が
下
が
る
と

口
呼
吸
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、

あ
い
う
べ
体
操
に
よ
っ
て
口
の

周
り
や
舌
の
筋
肉
が
鍛
え
ら

れ
、
口
呼
吸
が
鼻
呼
吸
に
転
換

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

マ
ス
ク
、
消
毒
、
手
洗
い
以

外
の
対
策
と
し
て
今
日
か
ら
あ

い
う
べ
体
操
を
始
め
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
も

併
せ
て

　

口
腔
内
の
乾
燥
を
予
防
す
る

た
め
に
は
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

が
効
果
的
で
す
。
唾
液
は
１
日

に
約
１
０
０
０
〜
１
５
０
０
㎖

分
泌
さ
れ
、
殺
菌
作
用
な
ど
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
唾

液
の
分
泌
を
促
す
だ
け
で
は
な

く
、
口
腔
機
能
が
高
ま
り
、
免

疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
毎
日
続
け
る
こ
と
で
、
必

ず
良
い
結
果
に
結
び
つ
き
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
時
は
鼻
呼
吸

鼻
呼
吸
で

あ
い
う
べ
体
操
も
有
効

③舌
ぜ っ

下
か

腺
せ ん

マッサージ

唾液腺マッサージ

あごの先端部分
の内側、舌の付
け根にある部分
です。あごの真
下から舌を突き
上げるようにし
て両手の親指を
そろえ、ぐーっ
と押します。５
～10回を繰り返
し。

②顎
が っ

下
か

腺
せ ん

マッサージ
あごの骨の内側
にある柔らかい
部分にある腺で
す。耳の下から
あごの先まで、
指先で何カ所か
を押します。５
～10回を繰り返
し。

①耳
じ

下
か

腺
せ ん

マッサージ
レモンなど酸っ
ぱいものをイ
メージすると唾
液が出てくる腺
です。人差し指
から小指まで揃
えて、耳たぶの
やや前の方、上
の奥歯あたりの
ほほにあて、円
を描くようにし
て優しく５～10
回押します。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
ふ
る
う
な

か
、
川
崎
協
同
病
院
で
院
内

発
生
が
生
じ
ま
し
た
。
感
染

さ
れ
た
患
者
様
、
ご
家
族
の

方
々
、
と
り
わ
け
亡
く
な
ら

れ
た
患
者
様
、
ご
家
族
の

方
々
に
は
心
か
ら
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
入
り
全
国
的

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺

炎
は
急
増
し
、
感
染
爆
発
に

近
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

発
熱
患
者
様
を
受
け
入
れ
る

病
院
は
足
り
な
く
な
り
、「
発

熱
難
民
」
が
生
じ
、
救
急
車

の
搬
送
困
難
事
例
が
急
増
し

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
医
療

機
関
で
も
医
療
崩
壊
が
目
前

に
迫
り
、
マ
ス
ク
・
消
毒
液

な
ど
医
療
物
資
が
足
り
な
い

状
況
の
下
で
、
こ
の
感
染
症

に
対
す
る
緊
急
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

川
崎
協
同
病
院
で
は
こ
の

新
た
な
感
染
症
に
向
き
合

い
、
発
熱
患
者
様
も
お
断
り

す
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
対

応
し
よ
う
と
、
病
院
全
体
で

意
思
統
一
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。

　

４
月
上
旬
に
は
保
健
所
や

感
染
症
専
門
病
院
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
の
一
部
を
改
造
し
、

感
染
症
対
応
病
棟
を
立
ち
上

げ
、
ま
た
外
来
で
は
感
染
症

対
応
室
を
作
り
、
積
極
的
に

発
熱
患
者
様
の
受
け
入
れ
も

図
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
の

経
過
の
概
要

　

４
月
中
旬
に
入
院
さ
れ
た

患
者
様
を
発
端
に
院
内
感
染

が
生
じ
、
５
月
12
日
現
在
で

患
者
様
16
人
、
職
員
４
人
、

計
20
人
の
罹
患
者
を
確
認
し

ま
し
た
。
当
初
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
と
診
断

さ
れ
た
患
者
様
は
、
市
対
策

本
部
と
連
携
し
、
重
点
医
療

機
関
に
転
院
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
６

人
の
患
者
様
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
保
健
所
・
健

康
安
全
研
究
所
と
も
頻
回
の

協
議
を
重
ね
、指
導
を
仰
ぎ
、

連
携
を
強
め
て
参
り
ま
し

た
。
院
内
で
も
感
染
対
策
委

員
会
を
中
心
に
、
感
染
防
御

に
対
す
る
職
員
教
育
の
強

化
、
実
践
指
導
、
環
境
整
備

に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

５
月
12
日
を
最
後
に
新
た

な
発
生
は
な
く
、
よ
う
や
く

収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と

向
き
合
う
決
意

　

今
後
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
第
２
波
、
第
３

波
が
訪
れ
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
確
実
な
治
療

法
や
ワ
ク
チ
ン
も
な
い
な

か
、
個
室
の
数
を
増
や
す
な

ど
感
染
症
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
な
病
棟
構
造
に
し
て
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

感
染
症
対
応
病
棟
に
お
け

る
入
院
基
準
・
退
室
基
準
を

見
直
し
、
ま
た
感
染
防
御
に

対
す
る
職
員
教
育
の
さ
ら
な

る
強
化
、環
境
整
備
に
努
め
、

行
政
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

発
熱
患
者
に
向
き
合
う
安
全

性
の
高
い
医
療
を
供
給
で
き

る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

温
か
い
ご
支
援
に

心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

　

新
聞
報
道
で
病
院
名
が
出

る
た
び
に
、
職
員
は
責
任
を

痛
感
し
心
を
痛
め
て
参
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

状
況
の
な
か
で
、
川
崎
医
療

生
協
の
組
合
員
、地
域
理
事
、

同
生
協
職
員
Ｏ
Ｂ/

Ｏ
Ｇ
、

地
元
企
業
関
係
者
、
こ
う
し

た
す
べ
て
の
皆
様
か
ら
温
か
い

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
医
療
物

資
、
カ
ン
パ
な
ど
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
て
は
、
ま
さ
に

感
謝
の
気
持
ち
に
た
え
ま
せ
ん
。

　

未
知
の
感
染
症
対
応
に
伴
い

経
営
上
の
損
失
も
は
か
り
知
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
職
員

一
丸
と
な
っ
て
立
ち
向
か
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

温
か
い
声
援
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
川
崎
協

同
病
院
で
奮
闘
す
る
職
員
ら
を

心
配
し
て
、
地
元
の
個
人
や
企

業
、
ま
た
川
崎
医
療
生
協
の
職

員
Ｏ
Ｂ
な
ど
か
ら
マ
ス
ク
や
手

作
り
防
護
服
、
お
菓
子
な
ど
が

続
々
と
送
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。
カ
ン
パ
の
お
金
も
届
き
、

５
月
25
日
現
在
で
８
０
０
万
円

近
く
に
な
り
ま
し
た
。

　

川
崎
協
同
病
院
や
協
同
ふ
じ

さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
職
員
が
お

弁
当
を
注
文
し
て
い
る
「
ほ
っ

と
カ
フ
ェ
」
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

は
、
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
手

作
り
ク
ッ
キ
ー
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読

ん
で
、
あ
る
病
院
職
員
が
「
自

分
た
ち
が
一
人
で
は
な
く
、
地

域
の
人
た
ち
も
協
同
病
院
を
守

っ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と
わ
か

り
、
う
れ
し
く
て
涙
が
出
ま
し

た
」
と
、
感
激
し
て
い
た
よ
う

に
、
川
崎
医
療
生
協
と
し
て
も

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

川
崎
協
同
病
院
を
は
じ
め
、

川
崎
医
療
生
協
の
事
業
所
は
地

域
の
応
援
に
支
え
ら
れ
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

日
々
闘
っ
て
い
ま
す
。

健　康　・　医　療　・　く　ら　し　・　社　会

川
崎
協
同
病
院
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

院
内
感
染
に
関
す
る
ご
報
告

緊急支援増資＆カンパのお願い
　－新型コロナウイルス感染症による
 経営危機を乗り越えるために－　

地域から川崎医療生協にエールが！
─コロナ禍のなか、

応援メッセージやカンパ届く─　

本
部
ま
で
カ
ン
パ
を
寄
せ
て

く
れ
た
組
合
員

姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
韓

国
の
安
城
医
療
生
協
か
ら
届

い
た
支
援
の
防
護
服

弁当と一緒にもメッセージ
入りの紙人形

学童の子どもたちから

組合員からのメッセージ

坂戸診療所の職員と組合員が作成したタペストリー

手づくりマスク

　新型コロナウイルス感染症の流行のなか、川崎医療生協は
「地域の命を守る」ことを最優先し、感染対応をすすめ、全
職員が団結して医療・介護サービスを途切れることなく続け
ています。全国の医療・介護事業所と同じように、川崎医療
生協の事業所でも、受診する人や利用者が減少するなかで、
感染予防にかかる費用は増え、経営状況は厳しさを増してい
ます。
　この局面を乗り越え、無差別・平等の医療・福祉をすすめ
るためにも、川崎医療生協への増資や支援カンパのご協力を
お願いします。
　各事業所または組織部で受け付けているほか、郵便振替で
の送金でも受け付けています。問い合わせは、
☎ 044-266-7532 組織部まで

振込先
　口座記号番号　00270-0-65843
　加入者名　川崎医療生活協同組合
※ 通信欄に氏名、住所、電話番号と、増資かカンパか明記
して送金して下さい。

川
崎
協
同
病
院
院
長　
　

田
中
久
善

川
崎
医
療
生
協
理
事
長

桑
島
政
臣



（３） ２０２０年６月１日 第６４６号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

健　康　・　医　療　・　くらし　・社　会

生
活
と
雇
用
を
守
る

 

支
援
策
一
覧

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
家
計
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
毎
日
マ
ス
コ

ミ
で
は
様
々
な
支
援
策
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
に
は
ど
れ
が
当
て
は
ま
る
の
か
わ
か

り
に
く
い
で
す
。
５
月
25
日
時
点
、
川
崎
市
民
向
け
の
支
援
策
を
厚
生
労
働
省
や
川
崎
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
ま
と
め
ま
し
た
。
企
業
向
け
の
支
援
策
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

個
人
に
関
わ
る
も
の
を
選
び
ま
し
た
。

特別定額給付金（10 万円一律給付）

会社で働いている人

休職中も含む仕事をしていない人

学生

個人・フリーで仕事をしている人

対象者

手続き方法は２つ。郵送かオンライン

支給額令和２年４月 27 日において基本台帳に記録されている人。
※現在、住民票の登録がない人も、住民登録を行うことで対象となります 一人につき 10 万円

●配偶者や親族から暴力を受けて避難している人は●配偶者や親族から暴力を受けて避難している人は

●子育て世帯臨時特別給付金●子育て世帯臨時特別給付金 ●持続化給付金●持続化給付金

●高等教育就学支援制度●高等教育就学支援制度

●困窮学生への支援●困窮学生への支援

●川崎市小規模事業者臨時給付金●川崎市小規模事業者臨時給付金

●緊急小口資金（休業している人）●緊急小口資金（休業している人）

●ひとり親家庭臨時特別給付金●ひとり親家庭臨時特別給付金

●住宅確保給付金●住宅確保給付金

●傷病手当金●傷病手当金

●総合支援金（失業された人）●総合支援金（失業された人）

５月下旬に申請書が送付されるので、提出書類を合わせて
返送する。
① 申請書：世帯の情報が記載済みなので、内容を確認の
上、自分名義の金融機関口座の情報を記載する。

② 本人の証明書：運転免許書やマイナンバーカードなどの
コピー

③ 指定口座を証明するもの：通帳やキャッシュカードのコ
ピー

※ 世帯主本人が対応することが難しい場合は、代理人が申
請し、給付金を受け取ることができます。

対象者： 児童手当を受け取る世帯。特例給付（月
5000 円）の人は対象外

支給額：児童一人当たり１万円
窓　口：各区役所

対象者：
　1. 新型コロナウイルス感染症の影響により、ひと月の

売上が前年同月比で 50％以上減少している事業者。
　2. 2019 年以前から事業による事業収入（売上）を得てお

り、今後も事業を継続する意思がある事業者。
　3. 法人の場合は、
　　①資本金の額又は出資の総額が 10 億円未満、又は、
　　② 上記の定めがない場合、常時使用する従業員の数が

2000 人以下である事業者。
※  2019 年に創業した方や売上が一定期間に偏在している
方などには特例があります。

※ 一度給付を受けた方は、再度給付申請することができません。
支給額： 中小法人等は 200 万円、個人事業者等は 100 万円。
窓　口： 持続化給付金申請　事前相談専用窓口
　　　　☎ 0570-015-078　
受付時間：８時 30 分～ 17 時 00 分（平日のみ）

対　象：住民税非課税世帯・準ずる世帯の学生
支給額： 授業料・入学金の免除や減額。給付型奨学金の支給
窓　口： 各大学・専門学校等の学生課や奨学金窓口か、日

本学生支援機構　奨学金相談センター
　　　　☎ 0570-666-301（月～金　９：00 ～ 20：00）
　　　　＊土日祝日、年末年始を除く。

対　象： 大学生、大学院生、留学生、短期大学生、専門学
校生、日本語学校生等、新型コロナの影響でバイ
ト先が休業するなどし、収入が激減した人。

支給額：10 万円　非課税世帯 20 万円
窓　口：各学校

対　象： 売り上げが前年比 30%以上 50％未満減少した事
業者。

支給額：一律 10 万円。
窓　口：川崎市経済労働局産業振興部工業振興課

　その他に下記の支援があり、対象・支給額・窓口は「会
社で働いている人」と同じ
子育て世代臨時特別給付金　ひとり親家庭臨時特別給付金
傷病手当金　住宅確保給付金　緊急小口資金　総合支援資金

下記の支援があり、対象・支給額・窓口は「会社
で働いている人」と同じ
子育て世代臨時特別給付金　
ひとり親家庭臨時特別給付金　住宅確保給付金
緊急小口資金　総合支援資金

対象者： 新型コロナウイルスの影響を受け、休業
等により収入の減少があり、緊急かつ一
時的な生計維持のための貸付を必要とす
る世帯。

　ア　 世帯員の中に新型コロナウイルス感染症の
罹患者等がいるとき

　イ　世帯員に要介護者がいるとき
　ウ　世帯員が４人以上いるとき
　エ　 世帯員に新型コロナウイルス感染症拡大防止

策として、臨時休業した学校等に通う子の世
話を行うことが必要となった労働者がいるとき

　オ　 世帯員に風邪症状など新型コロナウイルスに
感染した恐れのある小学校等に通う子の世話
を行うことが必要となった労働者がいるとき

　カ　 世帯員の中に個人事業主等がいること等の
ため、収入減少により生活に要する費用が
不足するとき

　キ　 上記以外で休業等による収入の減少等で生
活費用の貸付が必要な場合

支給額：20 万円以内　据置期間：１年以内　　
償還期限：２年以内　　無利子　保証人不要
窓　口：社会福祉協議会　又は　労働金庫

対象者： 令和２年５月１日時点で川崎市に住所を
有する人で、

　　　　① 令和２年４月分又は３月分の児童扶養
手当の支給を受ける人

　　　　② ４月中に児童扶養手当を申請し、５月分
から児童扶養手当の受給対象となる人

支給額：１世帯につき２万円
窓　口： 川崎市こども未来局こども支援部こども

家庭課　☎ 044-200-2709

対象者： 離職・廃業から２年以内または休業等
により収入が減少し、住居を失うおそ
れがある方

支給額： 原則３ヶ月、最大９ヶ月、家賃相当額
を自治体から家主さんに支給。

窓　口： 川崎市生活自立・仕事相談センター
　　　　 （だい JOBセンター）☎ 044-245-5120
　　　　平日 10：00 ～ 18：00

対象者：４つの条件をすべて満たす人
　（１） 給与の支払いを受けている川崎市国民健

康保険の加入者であること。
　（２） 新型コロナウイルス感染症に感染し、又

は発熱等の症状があり感染が疑われるこ
とにより、療養のため労務に服すること
ができなくなったこと。

　（３） ３日間連続して仕事を休み、４日目以降
にも休んだ日があり、４日目が令和２年
１月１日から９月 30 日までの間に属する
こと。

　（４） 給与等の支払いを受けられないか、一部
減額されて支払われていること。

支給額： （直近の継続した３か月間の給与収入の
合計額÷就労日数）×２／３×日数

窓　口： お住まいの区の区役所保険年金課・支所
保険年金係

対象者： 新型コロナウイルスの影響を受け、収入
の減少や失業等により生活に困窮し、日
常生活の維持が困難となっている世帯

※ 新型コロナウイルスの影響で収入の減少があれ
ば、失業状態になくても、対象となります。
支給額：貸付上限額
　　　　・（二人以上）月 20 万円以内
　　　　・（単身）　月 15 万円以内
貸付期間：原則３月以内
据置期間：１年以内
償還期限：10 年以内　無利子・保証人不要
窓　口：緊急小口資金と同じ

　配偶者やその他親族からの暴力を理由に避難している人
で、事情により令和２年４月 27 日以前に今お住まいの市区
町村（川崎市）に住民票を移すことができない人は、事前に
避難の申出の手続きをしていただくと、手続きを行った人と

その同伴者分の特別定額給付金について、世帯主（配偶者な
ど）からの申請があっても支給を止めることができます。
窓口　川崎市子ども未来局児童家庭支援虐待対策室
　　　☎044-200-0132

① マイナンバーの専用サイト「マイナポータル」にアクセ
スする。
② スマートフォンのアプリや、カードリーダーなどでマイ
ナンバーカードの情報を読み取ってログインする。
③ 必要事項を入力し、口座を確認出来る書類の写真をアッ
プロードして終了。
※ マイナンバーカードの再発行などの手続きで窓口が混ん
でいるので、窓口に行く必要のある人は、郵送で行った
方がスムーズにいきそうです。

（５月８日から始まっています）

相談窓口：川崎市特別定額給付金コールセンター
　　　　　☎ 0120-756-752　応対時間：８：30 ～ 17：15（土曜日、日曜日、祝日を除く）

郵送の場合 オンラインの場合



の
沢
内
村
の
村
長
と
な
り
、
貧

し
く
か
つ
厳
し
い
環
境
の
村
に

医
療
費
無
料
化
と
乳
児
死
亡
率

ゼ
ロ
を
も
た
ら
し
、
生
命
村
長

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

小こ

早ば
や

川か
わ

新あ
ら
た

（
１
９
２
２

－

２

０
０
０
）
は
、
福
岡
県
の
久
山

町
で
長
ら
く
町
長
を
つ
と
め
、

九
州
大
学
医
学
部
と
連
携
し
て

全
町
民
の
無
料
検
診
と
健
康
指

導
を
続
け
、
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
を
推
進
し
、
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
か
ら
も
注
目

さ
れ
ま
し
た
。

吉よ
し

村む
ら

仁じ
ん

（
１
９
３
０

－

１
９

８
６
）
は
、
旧
厚
生
省
の
官
僚

で
す
。
昭
和
58
年
に
「
医
療
費

を
め
ぐ
る
情
勢
と
対
応
に
関
す

る
私
の
考
え
方
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
内
容
は
後
に
「
医

療
費
亡
国
論
」
論
文
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
連
載
は
１
０
０
回
で

終
了
す
る
予
定
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
最
終
回
に
向
け

て
は
、
私
の
独
断
と
偏
見

で
選
ん
だ
５
人
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

小お

川が
わ

鼎て
い

三ぞ
う

（
１
９
０
１

－

１
９
８
４
）
は
、
東
京

大
学
卒
の
解
剖
学
者
で
、

名
著
『
医
学
の
歴
史
』
を

書
き
、マ
イ
ヤ
ー
ら
の『
図

説
医
学
史
』
を
監
訳
し
た

医
学
史
の
学
者
で
も
あ
り

ま
す
。

武た
け

見み

太た

郎ろ
う

（
１
９
０
４

－

１
９
８
３
）
は
長
く
日

本
医
師
会
会
長
を
つ
と
め

開
業
医
の
利
益
の
た
め
に

闘
い
、
喧
嘩
太
郎
の
異
名

を
つ
け
ら
れ
た
医
師
で
す
。

深ふ
か

沢さ
わ

晟ま
さ

雄お

（
１
９
０
５

－

１
９
６
５
）
は
岩
手
県

シリーズ やさしい「医学の歴史」95

日本の医療に大きな影響を与えた５人
川 崎 医 療 生 協
理 事 長・ 医 師 桑島 政臣

第13回
伝
え
た
つ
も
り
は

ダ
メ

　
「
誤
解
」
と
い
う
言
葉
は
、

弁
解
の
際
に
便
利
に
使
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
伝
え
る
側

の
言
い
方
（
表
現
）
に
問
題
が

あ
っ
た
の
に
、
受
け
手
の
「
誤

解
」
の
せ
い
に
さ
れ
る
こ
と
が

～わかりやすさとはなにか
伝えるための文章技術伝えるための文章技術

コラム

　

メ
ー
ル
や
サ
ー
ク
ル
内
の
報

告
書
を
は
じ
め
、
近
年
人
気
の

自
分
史
の
執
筆
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
文
章
を
書
く
機
会

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
読
み

手
に
伝
わ
る
文
章
に
す
る
た
め

に
は
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
で
し

ょ
う
か
。
人
に
伝
わ
る
わ
か
り

や
す
い
文
章
を
書
く
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

あ
る
か
ら
で
す
。
最
近
で
は
、

加
藤
勝
信
厚
労
大
臣
が
使
っ
た

「
誤
解
」
と
い
う
言
葉
を
含
む

表
現
が
批
判
を
浴
び
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
を
心
配
す
る
一
般
市
民
が
保

健
所
な
ど
に
相
談
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
受
け
る
に
は
、「
37
・

５
度
以
上
の
発
熱
が
４
日
以
上

続
い
た
場
合
」と
い
う
目
安
が
、

早
く
か
ら
厚
労
省
に
よ
っ
て
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

は
重
症
化
し
て
手
遅
れ
に
な
っ

た
、
な
ど
の
批
判
が
多
く
、
５

月
８
日
に
な
っ
て
厚
労
省
は
、

「
４
日
」
に
と
ら
わ
れ
ず
高
熱

な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
相
談
す

る
よ
う
に
と
目
安
を
か
え
ま
し

た
。

　
「
４
日
」
は
絶
対
的
な
も
の

で
は
な
い
こ
と
は
、
以
前
に
も

補
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
相

談
者
か
ら
み
れ
ば
こ
の
目
安
が

基
準
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た

の
は
、
多
く
の
具
体
的
な
相
談

例
か
ら
も
み
て
も
あ
き
ら
か
で

し
た
。
し
か
し
、加
藤
大
臣
は
、

目
安
が
相
談
や
受
診
の
基
準
の

よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
し
ま
い

「
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ
ば
誤
解

だ
」
と
弁
明
し
ま
し
た
。

　

誤
解
と
は
、
誤
っ
て
理
解
す

る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
伝
え
た

側
は
適
正
に
言
い
表
わ
し
た

が
、
受
け
取
る
側
が
誤
っ
た
と

い
う
意
味
が
濃
厚
で
、
と
き
に

受
け
手
に
対
し
て
失
礼
に
あ
た

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
内
容
が
正

し
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

実
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
れ

ば
な
に
よ
り
問
題
で
す
。

　

例
え
ば
、
行
政
の
担
当
者
と

一
般
市
民
と
の
関
係
、
あ
る
い

は
先
生
と
生
徒
の
関
係
の
よ
う

に
、
一
方
が
多
く
の
情
報
を
持

っ
て
い
て
、
受
け
手
は
こ
れ
を

信
じ
る
し
か
な
い
と
い
う
場
合

は
、
伝
え
る
側
が
細
心
の
注
意

を
は
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
上
司
と
部
下
の
よ
う
に

上
下
関
係
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
場
合
は
、と
も
す
る
と
「
上
」

の
者
が
、「
下
」
の
者
に
言
葉

で
表
わ
し
た
以
上
の
も
の
を
く

み
取
ら
せ
よ
う
と
し
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
「
私
は
〇
〇
の
つ
も
り
で
言

っ
た
の
で
す
」「
こ
う
い
う
趣

旨
の
こ
と
を
こ
こ
で
は
書
い
て

い
る
の
だ
」
な
ど
と
、
あ
と
で

説
明
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
表
現
は
、
そ
も
そ
も
言

葉
が
足
り
て
い
な
い
な
ど
文

章
表
現
上
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
と
り
あ
え
ず
報

告
し
た
と
い
う
事
実
を
残
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
〝
ア
リ

バ
イ
的
な
文
章
〞
も
相
手
の

こ
と
を
第
一
に
し
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　
「
伝
え
た
つ
も
り
」
で
は

不
十
分
で
す
。
相
手
に
確
か

に
言
い
た
い
こ
と
が
「
伝
わ

っ
た
」
こ
と
で
「
伝
え
る
」

こ
と
は
よ
う
や
く
完
了
し
ま

す
。川

井　

龍
介　

ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
『
伝
え
る
た
め
の
教

科
書
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新

書
）
な
ど
著
書
多
数
。

川崎協同病院栄養科
西山 香織

《たっぷり野菜とあじの南蛮漬け》

からだにやさしい料理
野菜を食べよう！⑥
《たっ
野菜野菜

第19回　

【材料（４人分）】
・真あじ   ４尾
・酒   適量
・片栗粉   適量
・たまねぎ   １個
・しめじ   １袋
・ピーマン   ２個
・パプリカ（赤）   １／２個
・パプリカ（黄）   １／２個
・水   50㏄
・酢   100㏄
・濃口醤油   大さじ２
・砂糖   大さじ４
・和風だしの素   小さじ１
・赤とうがらし
　（小口切り）   １本分
１人分 357kcal 
塩分2.1ｇ 野菜の量：130ｇ

【作り方】
❶ あじはゼイゴ、頭、エラ、わたを除き、流水でよ
く洗い流し、３枚におろす。
　 小骨を抜き、食べやすい大きさに切り、酒をふっ
て５分ほどおく。
❷ しめじは石づきを切り落とし、房をほぐす。たま
ねぎは薄切り、ピーマン・パプリカは千切りにす
る。
❸ 耐熱容器にしめじをいれ、電子レンジで１分加熱、
残りの野菜を追加で入れさらに１分加熱する。
❹ 大きめのボウルに水、酢、濃口醤油、砂糖、和風
だしの素、赤とうがらしを入れよく混ぜ合わせ、
加熱した野菜を入れよく合わせる。
❺ キッチンペーパーで魚の余分な水分をとって片栗
粉をまぶし、170℃の油で２～３分カラリと揚げる。

❻ 油をきった魚を④に入れよく混ぜ合わせ、10分ほ
どおいて味をなじませる。

（４）２０２０年６月１日 第６４６号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

組　合　員　の　広　場組　合　員　の　広　場

♥一口メモ
　６月ころから旬を迎えるあじは冬場に比べ小ぶりで脂がのっています。たっ
ぷりの野菜と一緒においしくいただきましょう。野菜は軽く加熱し、柔らか
くして食べやすくするのがポイントです。



　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
外

出
自
粛
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
網
戸
の
張
替
え
を
し
ま
し

た
。
去
年
、
網
戸
の
網
が
劣
化

し
て
破
れ
た
時
、
節
約
も
兼
ね

て
自
分
で
１
枚
だ
け
張
り
替
え

ま
し
た
。
や
っ
て
み
る
と
と
て

も
簡
単
で
楽
し
く
、
網
戸
が
き

れ
い
に
な
る
と
見
た
目
も
も
ち

ろ
ん
良
い
で
す
が
、
入
っ
て
来

る
風
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
。

　

用
意
す
る
も
の
は
、
網
戸
ロ

ー
ラ
ー
、
カ
ッ
タ
ー
、
押
さ
え

ゴ
ム
と
張
替
え
用
の
網
、
そ
れ

と
網
を
戸
枠
に
固
定
す
る
た
め

の
大
き
め
の
洗
濯
バ
サ
ミ
か
ク

歩
い
た
分
だ
け
、

東
海
道
中
に
置

き
換
え
て

　

自
宅
に
い
る

と
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
で

す
。
そ
こ
で
川

リ
ッ
プ
で
す
。

　

作
業
は
ま
ず
、
戸
枠
か
ら
古

い
押
さ
え
ゴ
ム
と
網
を
外
し
、

新
し
い
網
を
戸
枠
に
の
せ
て
ク

リ
ッ
プ
等
で
固
定
。
押
さ
え
ゴ

ム
を
網
戸
ロ
ー
ラ
ー
で
溝
に
押

自粛のなかでも こんな工夫で自粛のなかでも こんな工夫で！！
－ＤＩＹや入浴剤、ウォーキングで楽しく健康に過ごす－－ＤＩＹや入浴剤、ウォーキングで楽しく健康に過ごす－

挑
戦
し
ま
し
た
、
網
戸
の
張
替
え

挑
戦
し
ま
し
た
、
網
戸
の
張
替
え

入
浴
剤
を
楽
し
ん
で
ま
す

入
浴
剤
を
楽
し
ん
で
ま
す

入ってくる風がいつもより気持ちいい

この道具で張替OK

が
っ
た
時
、
さ
ら
に
気
持
ち
が

い
い
で
す
。

　

１
枚
に
か
か
る
時
間
は
30
分

弱
。
今
年
は
主
人
も
参
加
し
て

く
れ
た
の
で
ど
ん
ど
ん
は
か
ど

　

私
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
は
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
長
時
間
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る
と
肩
が
凝
り
、
目

も
疲
れ
て
き
ま
す
。そ
ん
な
時
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
入
浴
剤
の

コ
ー
ナ
ー
が
目
に
留
ま
り
、
気

分
転
換
に
な
る
か
と
思
い
、
い

く
つ
か
購
入
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
種
類
が
あ
り
迷
い
ま

し
た
が
、
色
々
試
し
た
か
っ
た

の
で
小
袋
の
も
の
を
い
く
つ
か

購
入
し
ま
し
た
。
値
段
は
１
５

０
円
〜
２
８
０
円
ほ
ど
。

　

ふ
だ
ん
は
入
浴
剤
を
使
い
ま

せ
ん
が
、
使
っ
て
み
る
と
、
お

湯
だ
け
よ
り
も
す
ぐ
に
体
が
温

か
く
な
り
ま
し
た
。
30
分
半
身

浴
を
す
る
と
有
酸
素
運
動
を
２

時
間
し
た
場
合
と
同
じ
効
果
が

っ
て
大
小
６
枚
張
り
替
え
ま
し

た
。
張
り
替
え
た
網
戸
を
見
る

た
び
に
自
己
満
足
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ

し
て
し
ま
い
ま
す
。

川
崎
区　

飯
野
伸
代

得
ら
れ
る
入
浴
剤
な
ど
は
、
汗

が
に
じ
ん
で
く
る
の
が
分
か
り

ま
し
た
。
香
り
付
き
の
も
の
を

使
用
す
る
と
、
旅
行
気
分
も
楽

し
め
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
は
、
免
疫
力
を
あ

げ
る
た
め
に
は
40
度
の
お
湯
に

15
分
程
度
つ
か
る
の
が
良
い

が
、
入
浴
剤
を
使
用
す
れ
ば
10

分
で
い
い
と
言
っ
て
い
た
の

で
、
10
分
で
終
わ
ら
せ
て
い
ま

す
。
せ
っ
か
く
入
浴
剤
を
使
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
浸

か
っ
て
い
た
い
気
持
ち
も
あ
り

ま
す
が
、
浸
か
り
す
ぎ
る
と
か

え
っ
て
湯
冷
め
し
や
す
く
な
る

の
で
我
慢
し
ま
す
。

　

ま
た
、
就
寝
前
に
入
浴
す
る

場
合
は
、
脱
衣
所
の
電
気
を
間

接
照
明
に
し
て
、
浴
場
の
電
気

を
消
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
い
か

に
自
分
が
明
る
い
物
を
見
続
け

て
い
た
か
が
分
か
り
ま
す
し
、

自
律
神
経
が
休
ま
っ
た
状
態
で

入
眠
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

組
織
部　

佐
藤
純
一

崎
医
療
生
協
組
織
部
で
は
、
楽

し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

き
る
よ
う
に
と
、
歩
い
た
距
離

の
分
だ
け
東
海
道
の
道
中
に
置

き
換
え
た
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ

（
Ａ
４
判
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
で
は
、
江
戸
時
代

の
旅
人
が
歩
い
た
東
海
道
53
次

を
東
京
・
日
本
橋
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
、
横
浜
の
戸
塚
宿
ま
で

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
た
後
で
、
歩
い
た
分

を
距
離
に
換
算
し
て
、
マ
ッ
プ

上
で
２
０
０
ｍ
ず
つ
の
マ
ス
を

塗
り
つ
ぶ
し
て
い
き
、
約
40
㎞

先
の
戸
塚
宿
の
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

運
動
不
足
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
夏
に
向

け
て
、
暑
さ
へ
の
体
の

準
備
も
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
で
汗
を
か
き
、
体
を

少
し
ず
つ
鍛
え
て
お
く
と
、
熱

中
症
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
の
裏
面
に
は
名
所
案

内
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
、
イ

ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
希
望
す
る
人

は
、
組
織
部
（
０
４
４

－

２
６

６

－

７
５
３
２
）
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。

し
込
み
、
余

分
な
網
を
カ

ッ
タ
ー
で
切

れ
ば
で
き
あ

が
り
で
す
。

新
し
い
網
を

張
る
前
に
枠

を
水
洗
い
す

る
と
で
き
あ

入浴剤にもいろいろ

（５） ２０２０年６月１日 第６４６号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

組　合　員　の　広　場組　合　員　の　広　場

シリーズ

第12回
シリーズ

第12回

い
つ
も
は
あ
ま
り
見
ま
せ
ん
よ
ね
？

市
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
あ
れ
こ
れ

い
つ
も
は
あ
ま
り
見
ま
せ
ん
よ
ね
？

市
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
あ
れ
こ
れ

こ
ん
な
川
崎
、

　
　
こ
れ
も
川
崎

　

昨
今
、
地
域
を
盛
り
上
げ

Ｐ
Ｒ
す
る
目
的
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
が
各
地
に
あ
る
の
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
魅
せ
ら

れ
、
全
国
を
旅
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介
し
た
り
本

を
出
版
し
た
り
す
る
人
も
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口
か
ら
少

し
歩
い
た
と
こ
ろ
に
つ
づ
く

か
つ
て
の
東
海
道
。
そ
の
旧

な
く
白
色
の
も
の
は
こ
こ
だ
け

で
す
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
と
は
、

国
土
交
通
省
な
ど
で
つ
く
る

「
下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
）」
と
マ
ン
ホ
ー
ル

を
管
理
す
る
全
国
の
自
治
体
が

共
同
で
作
成
し
た
カ
ー
ド
型
パ

ン
フ
レ
ッ
ト（
写
真
左
）で
す
。

東
海
道
に
歌
川
広
重
の
浮
世

絵
、
東
海
道
五
十
三
次
「
川
崎

　

六
郷
渡
舟
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋（
写
真
①
）

が
あ
り
ま
す
。
浮
世
絵
マ
ン
ホ

ー
ル
蓋
は
２
０
１
８
年
に
設
置

さ
れ
、
川
崎
区
本
町
交
差
点
、

砂
子
交
差
点
、
京
急
八
丁
畷
駅

西
口
前
な
ど
７
ヵ
所
に
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
同
じ
東
口
駅
前
広
場

に
あ
る
坂
本
九
の
碑
の
前
に
は
、

市
内
で
こ
こ
だ
け
に
し
か
な
い
、

川
崎
市
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ

入
り
の
白
色
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋（
写

真
②
）
が
２
０
１
７
年
か
ら
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒
色
で
は

　

東
西
に
約
31
㎞
、
南
北
に
約
19
㎞
。
東
京
と
横
浜
に
挟
ま
れ

た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側
の
南
で
は

街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎
の
な
か
で
知
ら

れ
ざ
る
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
ち
ょ
っ
と
趣

を
変
え
、
市
内
に
約
12
万
６
０
０
０
個
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
あ
る

中
で
、ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
紹
介
し
ま
す
。

（
組
織
部　

溝
口
敬
人
）

　

全
国
の
自
治
体
で
発
行
し
て

い
る
の
で
、
こ
れ
を
集
め
て
回

っ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

川
崎
市
の
カ
ー
ド
に
は
、
川

崎
駅
東
口
駅
前
広
場
の
白
色
マ

ン
ホ
ー
ル
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

川
崎
市
観
光
案
内
所
（
か
わ

さ
き
き
た

テ
ラ
ス
内
）

や
、
下
水

道
フ
ェ
ア

や
区
民
祭

な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で

一
人
１
枚

無
料
で
配

布
さ
れ
て

い
ま
す
。

①①

②②



（６）２０２０年６月１日 第６４６号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

文 化 ・ 地 域
　

２
０
０
８
年
は
、
日
本
人

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
１
０
０
周
年

を
迎
え
た
。
移
民
は
戦
前
19

万
人
、
戦
後
６
万
人
に
及
ん

だ
。
私
は
、
移
民
た
ち
の
苦

難
の
歴
史
を
学
び
た
い
と
２

０
０
８
年
12
月
ブ
ラ
ジ
ル
に

向
っ
た
。
成
田
か
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
経
由
し
24
時
間
の

フ
ラ
イ
ト
で
あ
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
面
積
は
日
本

の
約
23
倍
。
人
口
は
２
億
９

０
０
０
万
人
。
首
都
は
近
代

都
市
計
画
（
１
９
６
０
年
完

成
）
に
よ
る
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。

言
語
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
。
主

産
業
は
コ
ー
ヒ
ー
。
世
界
生

産
の
３
分
の
１
。
そ
の
他
は

鉄
鉱
石
、
砂
糖
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
中
南
米
の
大

国
。
サ
ッ
カ
ー
と
サ
ン
バ
で

コ
ロ
ナ
の
影
響
？

　

川
崎
区 

川
﨑 

代
利
子
67

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
で
外
出
す
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日

頃
出
歩
い
て
い
る
の
で
家
の

中
が
片
付
き
助
か
っ
て
い
ま

す
。
掃
除
も
目
の
届
か
な
い

隅
々
ま
で
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り

で
す
。
コ
ロ
ッ
ケ
や
餃
子
な

ど
冷
凍
食
品
も
便
利
で
す

が
、
こ
の
時
期
は
手
作
り
で

国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散

（
ガ
ス
抜
き
）
し
て
お
け
ば

政
権
は
安
心
だ
と
い
う
。

□ 

□ 

□

　

１
９
０
８
年
４
月
28
日
、

第
１
回
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
移

民
７
９
１
人
が
笠
戸
丸
に
乗

船
。
移
民
は
13
県
か
ら
集
ま

っ
た
が
半
数
近
い
３
２
４
人

は
沖
縄
県
出
身
者
で
あ
っ
た
。

　

笠
戸
丸
は
５
月
９
日
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
６
月
３
日
ケ
ー

プ
タ
ウ
ン
に
入
港
し
、
６
月

18
日
よ
う
や
く
サ
ン
ト
ス
港

に
到
着
。
59
日
間
の
長
い
船

旅
だ
っ
た
。
移
民
た
ち
は
、

列
車
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
移
民

収
容
所
に
向
か
っ
た
。

　

６
月
24
日
か
ら
７
月
16
日

ま
で
６
ヵ
所
の
コ
ー
ヒ
ー
農

場
に
出
発
し
た
。
農
場
に
着

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
医
療
生
協
４
月
号
に

載
っ
て
い
た
小
松
ト
レ
ー
ナ

ー
と
加
藤
運
動
指
導
士
の
体

操
を
時
々
や
り
な
が
ら
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
す
ご
し
て
い
ま

す
。五

輪
が
延
び
た
の
で

　

川
崎
区　

髙
橋 

和
子
89

　

久
し
ぶ
り
に
パ
ズ
ル
に
応

募
し
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ま
で
は
元
気
で
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
１
年
延
び
ま
し

た
。
私
も
１
年
が
ん
ば
ら
な

い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
パ

ズ
ル
も
頑
張
り
ま
す
。

い
た
移
民
た
ち
は
、
す
ぐ
コ

ー
ヒ
ー
の
実
の
収
獲
作
業
に

は
い
っ
た
。
朝
７
時
か
ら
夜

の
９
時
ま
で
の
重
労
働
だ
っ

た
。
当
時
、
コ
ー
ヒ
ー
相
場

の
暴
落
、
天
候
不
順
で
コ
ー

ヒ
ー
が
不
作
。
賃
金
収
入
で

は
生
活
が
で
き
な
か
っ
た
。

農
場
を
は
な
れ
て
サ
ン
ト
ス

港
の
荷
役
労
働
者
や
家
庭
奉

公
人
、
鉄
道
作
業
員
な
ど
の

仕
事
に
つ
く
人
が
い
た
。
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
転
航
す
る
者

も
い
た
。
こ
れ
が
第
１
回
目

の
移
民
の
状
態
で
あ
っ
た
。

□ 

□ 

□

　

私
の
移
民
史
の
見
学
調
査

に
つ
い
て
。サ
ン
ト
ス
港
へ
、

コ
ー
ヒ
ー
輸
出
港
と
し
て
発

展
。
ブ
ラ
ジ
ル
最
大
の
貿
易

港
。旧
コ
ー
ヒ
ー
取
引
所（
１

９
２
２
年
開
設
）。
繁
栄
の

お
も
か
げ
が
あ
っ
た
。
サ
ン

ト
ス
湾
の
海
岸
の
公
園
に
日

系
移
民
ブ
ラ
ジ
ル
上
陸
記
念

碑
が
し
ず
か
に
立
っ
て
い
た
。

　

移
民
輸
送
の
鉄
道
の
残
る

旧
市
街
。
さ
び
れ
た
倉
庫
群

が
当
時
を
伝
え
て
い
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
は
20
日
ほ

ど
滞
在
し
た
。
１
５
０
０
万

人
の
南
米
最
大
の
都
市
。
こ

こ
で
は
東
洋
人
街
が
有
名
。

日
本
人
、
中
国
人
な
ど
ア
ジ

ア
か
ら
の
移
民
で
つ
く
ら
れ

た
街
だ
。

　

日
本
人
経
営
の
食
堂
、
土

産
店
、本
屋
に
よ
く
行
っ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
資
料
館

で
は
、
移
民
１
０
０
年
の
歴

史
が
く
わ
し
く
展
示
さ
れ
て

い
た
。

　

２
０
２
０
年
５
月
ブ
ラ
ジ

ル
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
者
30
万
人
、
死
者
１
万

８
０
０
０
人
。
危
機
的
状
況

に
あ
る
。
２
０
１
９
年
労
働

者
党
ル
ラ
大
統
領
か
ら
極

右
・
反
共
主
義
の
元
軍
人
ボ

ル
ソ
ナ
ー
ロ
が
大
統
領
に
。

新
自
由
主
義
経
済
優
先
で
感

染
者
が
急
増
、
脆
弱
な
医
療

体
制
な
ど
の
問
題
が
今
日
、

露
呈
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

 

編
集
委
員　

佐
々
木 

勝
男

笠戸丸（神戸港）
日系移民ブラジル
上陸記念碑

絵　手　紙

読 者 の 広 場

読
者
の
声

ワ
ー
ル
ド
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
歩
く

ワ
ー
ル
ド
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
歩
く
⑪⑪

 
―
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
人
、移
民
１
０
０
年
を
訪
ね
て
―

川
崎
区　

加
藤 

千
恵
子

〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 ４月度　10支部　24班　122人

大師中央

わろてんか 寄席準備 ３人
年金大師 健康体操 ３
東門前 懇談 ４
エンゼル① エンゼル ５
レインボー
の家 パズル他 10

大師フレンド

おしゃべり コロナについて ８
リフレッシュ ラジオ体操 ５
ひまつぶし 脳トレ ４
お絵かき 絵を描く ５
観音

のんき リサイクル活動 ３

あるこうかい ちょこっと
ウォーク参加 ５

大島

ロード 輪踊り ７

未摘花 ダンベル・スト
レッチ ３

街の散策 誕生会とフレイ
ル予防 ４

桑の実 コロナ感染予防
について ３人

京町

なかよし お花見 ４
南河原

ひまわり 茶話会 ３
絵手紙 血圧管理 17
配食
さくら草

コロナウイルス
と配食 ３

新川崎

元美人 ゴキブリ団子作
り ７

玉川

サロン虹 脳イキイキト
レーニング ５

住吉

コスモス 気功朗読おしゃ
べり ４

気功と
太極拳

八方五歩と二十
四式 ４

溝の口

囲碁サロン 囲碁と血圧
チェック ３

①
左
下
・
洗
面
器
の
お
湯
の
量　

②
左
上
・
扉
の
左
側
の
壁
の
広
さ

③
扉
の
ガ
ラ
ス
部
分
の
長
さ　

④
中
央
・
下
の
人
の
左
目　

⑤
そ
の
人
の
右
ひ
じ

⑥
右
か
ら
２
番
目
こ
の
頭
の
タ
オ
ル　

⑦
右
端
の
子
の
鼻

こたえ



（７） ２０２０年６月１日 第６４６号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

　

パ
ズ
ル
の
答
と
川
柳
は
、

ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
お
送
り

下
さ
い
。
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し

け
れ
ば
年
齢
を
記
入
し
て
下

さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
ご
応
募

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
送

付
先
の
ア
ド
レ
ス
は
解
答
枠

の
下
を
ご
覧
下
さ
い
。
医
療

生
協
新
聞
へ
の
感
想
や
近
況

を
余
白
に
記
入
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
川
柳
は
ひ
と
り
、

一
句
、
既
に
発
表
済
の
も
の

は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

20
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
贈

り
し
ま
す
（
連
続
10
回
当
選

し
な
か
っ
た
方
に
も
贈
呈
し

ま
す
）。
締
切
り
は
６
月
25

日
、
発
表
は
８
月
号
紙
面
に

掲
載
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉　

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

２　

川
崎
医
療
生
協
本
部　

編
集
委
員
会

　

清
野
美
栄
子
（
川
崎
区
）

　

市
川
せ
つ
子
（
川
崎
区
）

　

澤
木
昭
子     

（
川
崎
区
）

　

長
澤
昭
子     

（
幸　

区
）

　

小
野
な
か     

（
中
原
区
）

　

菊
地
結
貴
子
（
中
原
区
）

　

梶
山
衣
江     

（
高
津
区
）

　

清
水
美
恵
子
（
宮
前
区
）

　

大
河
原
健     

（
多
摩
区
）

　

志
岐
チ
エ
子
（
多
摩
区
）

　

清
水
よ
り
子
（
麻
生
区
）

　

臼
井
尚
子     

（
麻
生
区
）

　

成
瀬
眞
利
子
（
市　

外
）

〈
敬
称
略
〉

　

４
月
号
の
答
は
「
ソ
ツ
ギ

ョ
ウ
シ
キ
」
で
し
た
。
応
募

者
は
２
４
１
人
（
正
解
は
２

３
８
人
）。

　

正
解
者
の
内
訳
は
川
崎
区

１
１
８
人
、
幸
区
14
人
、
中

原
区
27
人
、
高
津
区
16
人
、

宮
前
区
５
人
、多
摩
区
26
人
、

麻
生
区
23
人
、
市
外
９
人
で

す
。

　

編
集
委
員
会
で
抽
選
の
結

果
、
左
記
の
方
々
に
図
書
カ

ー
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

青
山
由
美
子
（
川
崎
区
）

　

伊
吾
田
利
男
（
川
崎
区
）

　

田
中
和
子     

（
川
崎
区
）

　

遊
佐
ミ
チ
子
（
川
崎
区
）

　

立
石
三
恵
子
（
川
崎
区
）

　

高
橋
和
子     

（
川
崎
区
）

　

石
川
清
治     

（
川
崎
区
）

①　

三
色
の
毛
が

　
　

生
え
て
い
ま
す

③　

オ
ッ
ト
セ
イ

　
　

や
ト
ド
と
仲
間

⑥　

追
い
打
ち
と
も
い
い
ま
す

⑧　

世
の
中
の
あ
り
さ
ま

⑩　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
　

接

②　

実
業
家
た
ち
の
社
会

③　

今
年
の
〇
〇
〇
竿
灯
ま
つ

り
は
残
念
な
が
ら
中
止
で

す

④　

産
業
革
命
以
降
の
〇
〇
〇

燃
料
の
使
用
急
増
が
地
球

温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
と

さ
れ
ま
す

⑤　
「
鸚
鵡
」
っ
て

　
　

読
め
ま
す
か
？

⑦　

無
〇
〇
大
食

⑨　

石
か
ら
生
ま
れ
た
と
か

⑪　

陸
に
す
む
貝
の
仲
間
だ
っ

て
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

⑭　

マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
の
缶
詰

⑯　

梅
酒
な
ど
植
物
の
実
で
つ

く
っ
た
お
酒
で

　
　

す
。
〇
〇
〇
酒

⑰　

〇
〇
〇
イ
ン
、〇
〇
〇
帖
、

Ｖ
〇
〇
〇

⑲　

少
し
気
が
早
い
で
す
が
、

２
０
２
１
年
は
〇
〇
年

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
一

つ
の
手
段

⑪　

日
本
〇
〇
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

〇
〇

⑫　

ト
ン
ビ
が
生
む
こ
と
も

⑬　

革
が
化
け
る
と
？

⑮　

後
か
ら
加
え
ま
す

⑰　

発
祥
の
地
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

　
　

ド

⑱　

上
の
く
ら
い
で
す

⑳　

〇
〇
〇
に
合
わ
な
い
、
へ

〇
〇
〇

㉑　

〇
〇
〇
〇
浴
は
樹
木
に
囲

ま
れ
て
気
持
ち
が
い
い
で

す
ね

①　

〇
〇
閉
、
〇
〇
集
、
〇
〇

Ｂ

Ａ

CＥ

Ｄ

メールでの送付先 s.shirotani@kawaikyo.or.jp

第288回

EDA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

286回

答え「ソツギョウシキ」

大
回
り
し
て
帰
っ
て
ま
す

川
崎
区　

横
山
ユ
ウ
子

　

大
変
な
時
で
家
に
い
ま

す
。
買
い
物
に
出
た
時
、
少

し
大
回
り
し
て
も
う
藤
の
花

が
咲
い
て
い
る
と
か
、
桜
は

散
り
始
め
た
け
ど
八
重
桜
が

咲
き
始
め
た
と
か
少
し
は
楽

し
ん
で
見
て
帰
っ
た
り
し
て

過
ご
し
て
い
ま
す
。

片
づ
け
た
ら
…

多
摩
区
中
村
美
栄
子
77

　

コ
ロ
ナ
さ
わ
ぎ
で
色
々
な

予
定
が
中
止
に
な
り
、
家
に

居
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
気
に
な
っ
て
い
た
片
付

け
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
や
り

か
け
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
が
出

て
来
た
の
で
続
き
を
始
め
ま

し
た
。

大
師
診
あ
り
が
と
う

川
崎
区　

高
橋
君
江

　

３
月
に
初
め
て
大
師
診
療

所
に
健
康
診
断
で
か
か
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
と
て
も
親
切

で
こ
れ
か
ら
も
ず
ー
っ
と
お

コ
ン
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が

最
近
は
全
然
使
っ
て
い
ま
せ

ん
。
収
入
が
年
金
だ
け
に
な

り
葉
書
代
が
節
約
で
き
る
か

ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

ボ
ケ
防
止
に

川
崎
区　

谷
川
純
江
90

　

毎
月
パ
ズ
ル
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ボ
ケ
防
止
に

な
る
の
で
は
と
頑
張
っ
て
考

世
話
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

メ
ー
ル
で
応
募

川
崎
区　

阿
部
文
江
68

　

今
ま
で
は
葉
書
で
応
募
し

て
い
ま
し
た
が
、
前
回
か
ら

メ
ー
ル
で
の
応
募
に
変
え
ま

し
た
。
た
だ
、
私
は
パ
ソ
コ

ン
を
所
持
し
て
い
な
い
の
で

旦
那
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
送

信
で
す
。
私
も
以
前
は
パ
ソ

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
余
白
に
書
か
れ
た
「
内
容
」
は
、
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

読　者　の　広　場

え
な
が
ら
…
。

元
気
を
出
し
て

川
崎
区　

西
川
治
子
69

　

医
療
生
協
４
月
号
１
面

「
家
の
中
で
も
手
軽
に
体
操

を
！
」
は
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
す
。
声
を
出
す
こ
と
も

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
元
気

を
出
し
て

が
ん
ば
り

ま
す
。

み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

大
臣
は
時
代
錯
誤
の
代
名
詞　
　
　
　
　
　
　
　

麻
生
区　

酒
井　

巖
89

咳
ひ
と
つ
に
ら
ま
な
い
で
ね
ゼ
ン
ソ
ク
よ　
　
　

多
摩
区　

長
野
し
づ
子
70
代

逆
走
の
緊
急
事
態
は
安
倍
政
権　
　
　
　
　
　
　

高
津
区　

長
谷
川
哲
夫
73

コ
ロ
ナ
増
え
桜
し
ず
か
に
散
る
ば
か
り　
　
　
　

幸　

区　

恩
田
信
子
76

こ
の
ご
時
世
巣
ご
も
り
癒
す
孫
の
顔　
　
　
　
　

幸　

区　

佐
竹
美
佳
41

寅
さ
ん
の
チ
ケ
ッ
ト
コ
ロ
ナ
で
反
故
に
な
り　
　

川
崎
区　

正
田　

豊
69

布
マ
ス
ク
早
く
来
な
い
と
間
に
合
わ
ず　
　
　
　

川
崎
区　

郷
地
淑
子
83

コ
ロ
ナ
禍
で
外
食
で
き
ず
金
貯
ま
る　
　
　
　
　

川
崎
区　

山
口
良
春
80

春
う
ら
ら
ふ
と
こ
ろ
真
冬
新
コ
ロ
ナ　
　
　
　
　

川
崎
区　

草
野
み
つ
子

熊く
ま

谷が
い

草そ
う

熊
が
居
そ
う
と
孫
び
び
る　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

清
水
美
恵
子
75

　

今
回
も
、
コ
ロ
ナ
が
テ
ー
マ
の
句

が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
か

つ
て
な
い
応
募
数
で
し
た
が
、
ひ
と

り
一
句
に
し
ぼ
り
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みな様からの
オリジナル川柳を
おまちしています

すすすすすすすすすすすすすすすすすすす間

本紙はPDFファイルでも
お届けしています。ご希
望の方はご連絡ください。



（８）２０２０年６月１日 第６４６号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

日時 ６月27日（土）
午後１時30分から３時まで
（受付は12時30分から）

会場 本部会議室と協同ふじさき
クリニック職員食堂
（川崎区藤崎４－21－２）

伝えたい思い
高津区　土肥 ノブ江(88歳)

第二次世界大戦
高津二子町で起きたこと（下）

（
昭
和
19
年
高
津
二
子
町

の
空
襲
の
あ
と
）

　

夕
暮
れ
が
近
づ
い
て
き

た
こ
ろ
小
川
さ
ん
の
家
の

前
に
大
勢
の
男
の
人
た
ち

が
現
れ
て
、
大
声
で
「
小

川
さ
ん
、
小
川
さ
ん
、
奥

さ
ん
い
ま
す
か
、
い
た
ら

ち
ょ
っ
と
出
て
き
て
下
さ

い
」
と
呼
ん
だ
の
で
お
ば

さ
ん
は
気
を
取
り
直
し
て

「
ハ
ー
イ
」
と
、
大
声
で

答
え
て
出
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
も
そ
の
あ
と
に

続
き
一
緒
に
外
に
出
る

と
、「
わ
ー
」
と
い
っ
て

み
ん
な
後
ず
さ
り
し
て
目

を
覆
い
ま
し
た
。

　

こ
わ
ご
わ
指
の
間
か
ら

見
る
と
、
町
会
の
消
防
団

の
人
達
が
担
架
に
人
ら
し

を
き
た
の
は
見
た
こ
と
が
な

い
」
と
言
う
と
消
防
団
の
人

も
、「
じ
ゃ
こ
の
人
達
は
高
津

館
の
奥
さ
ん
親
子
か
も
知
れ

な
い
ね
」
と
言
い
引
き
揚
げ

て
い
き
ま
し
た
。
小
川
さ
ん

の
家
で
は
、
も
し
か
し
た
ら

お
ば
さ
ん
も
不
幸
に
あ
っ
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
と
、
親

子
で
ひ
そ
ひ
そ
話
し
合
っ
て

い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
家
の

人
間
で
は
な
い
の
で
何
も
言

え
ず
、ま
た
家
に
も
帰
れ
ず
、

黙
っ
て
座
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
空
襲
で
三
人
が
死
ん

で
、
一
人
は
重
体
、
高
津
の

二
子
町
に
と
っ
て
は
重
大
な

事
件
で
し
た
。
今
、
こ
の
話

を
知
っ
て
い
る
人
は
い
く
ら

も
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

戦
争
と
は
い
い
こ
と
あ
り

き
も
の
を
の
せ
て
い
ま
し

た
。
見
る
と
顔
も
半
分
し
か

な
く
、
着
て
る
物
も
ボ
ロ
ボ

ロ
の
二
人
で
し
た
。
そ
し
て

小
川
さ
ん
の
お
ば
さ
ん
に

「
奥
さ
ん
、
実
は
ね
お
宅
の

お
ば
さ
ん
の
家
の
そ
ば
に
爆

弾
が
直
撃
し
て
、高
津
館（
映

画
館
）
の
奥
さ
ん
、
息
子
さ

ん
、
あ
な
た
の
お
ば
さ
ん
の

家
も
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
。
今
、

み
ん
な
で
片
付
け
て
い
る
が

こ
の
二
人
が
見
つ
か
っ
た
の

で
、
急
い
で
お
宅
の
お
ば
さ

ん
か
ど
う
か
確
認
に
し
に
来

た
ん
だ
け
ど
、
お
ば
さ
ん
で

す
か
？
」
と
担
架
の
一
つ
に

指
差
し
ま
し
た
。

　

小
川
さ
ん
の
お
ば
さ
ん
は

眉
を
ひ
そ
め
な
が
ら
、「
お

ば
さ
ん
が
こ
ん
な
柄
の
着
物

私の戦争体験72

平 和 の 広 場

ま
せ
ん
。
食
べ
る
も
の
も
な

く
、
食
べ
ら
れ
る
草
は
み
な

食
べ
つ
く
し
、
家
は
焼
か
れ

住
む
と
こ
ろ
も
な
く
、
夜
布

団
に
寝
ら
れ
た
と
し
て
も
、

風
呂
に
も
入
れ
ず
不
衛
生
で

シ
ラ
ミ
が
湧
い
て
、
一
晩
中

さ
さ
れ
、
寝
て
も
痒
さ
と
の

戦
い
で
し
た
。

　

平
和
と
い
う
も
の
が
ど
れ

だ
け
尊
い
か
、
私
達
戦
争
を

体
験
し
た
者
が
よ
う
や
く
分

か
る
の
で
す
。
絶
対
に
戦
争

を
や
っ
て
は
い
け
な
い
、
勝

っ
て
も
負
け
て
も
負
担
は
つ

く
の
で
す
。
若
い
人
は
馬
鹿

な
大
人
に
な
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。
戦
争
は
人
類
を
破
滅

さ
せ
ま
す
。
私
は
切
に
願
い

ま
す
。
戦
争
は
絶
対
し
て
は

い
け
な
い
と
。

　

川
崎
医
療
生
協
の
大
師
診
療

所
か
ら
始
ま
っ
た
「
川
崎
か
ら

公
害
を
な
く
す
会
」（
神
戸
治

夫
会
長
）
は
５
月
10
日
、
川
崎

区
の
公
害
病
患
者
と
家
族
の
会

の
会
議
室
で
第
33
回
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、

川
崎
市
の
「
大
気
汚
染
公
害
改

善
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
批
判
し

ま
し
た
。

　

神
戸
会
長
は
、
世
界
的
に
は

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
、
街
の
汚
染
も
改
善
さ
れ

て
い
る
と
し
、「
イ
ン
ド
北
部

の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
で
は
、
２
０

０
キ
ロ
近
く
離
れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
が
数
十
年
ぶ
り
に
見
晴
ら

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
ヨ
ー

策
へ
の
要
望
は
高
く
、
医
師
会

の
ぜ
ん
息
患
者
調
査
で
も
２
万

２
６
９
５
人
と
高
い
傾
向
が
続

い
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
企
業

か
ら
の
窒
素
酸
化
物
や
硫
黄
酸

化
物
の
排
出
量
は
年
々
削
減
さ

れ
て
い
る
が
東
京
電
力
や
合
併

し
た
日
本
石
油
で
増
加
傾
向
に

あ
り
、
市
の
調
査
で
も
二
酸
化

窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２
）
は
環
境
基
準

の
上
限
値
（
日
平
均
値
０
・
06

ｐ
ｐ
ｍ
）
を
達
成
し
た
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。

理
事　

鷲
北
栄
治

大
師
診
療
所
入
口
に「
記
念
碑
」

（
金
属
プ
レ
ー
ト
）
を
設
置
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
気
汚
染
の
測
定
活
動
で

は
、
簡
易
自
動
測
定
機
を
使
っ

た
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
測
定
を
殿
町

国
際
戦
略
拠
点
や
羽
田
国
際
空

港
、
鉄
道
地
下
駅
ホ
ー
ム
で
の

測
定
調
査
を
行
っ
た
こ
と
、
鉄

道
地
下
駅
ホ
ー
ム
の
調
査
で
は

従
来
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
深
刻

な
汚
染
実
態
を
明
る
み
に
し
て

き
ま
し
た
。

　

活
動
方
針
と
し
て
は
、
市
が

す
す
め
る
「
大
気
汚
染
公
害
改

善
（
克
服
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
対
し
、市
の
環
境
目
標
値（
日

平
均
値
０
・
02
ｐ
ｐ
ｍ
）
の
達

成
を
目
指
す
べ
き
だ
と
〝
公
害

克
服
や
否
定
の
策
動
〞
を
批
判

し
ま
し
た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
依
然
と
し
て
公
害
防
止
対

ロ
ッ
パ
で
も
微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
に
よ
る
大
気

汚
染
が
20
〜
30
％
減
少
し
、
二

酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２
）
の
排
出

量
も
減
少
し
て
い
る
」と
し「
大

気
汚
染
は
脳
卒
中
、
肺
疾
患
、

急
性
呼
吸
器
感
染
症
な
ど
の
疾

患
を
誘
発
し
、
悪
化
さ
せ
る
た

め
、
世
界
中
で
４
２
０
万
人
が

大
気
汚
染
に
関
連
し
て
死
亡
し

て
い
る
」
と
い
う
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
報

告
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
、
会
の
創
立

50
周
年
記
念
行
事
の
取
り
組
み

と
し
て
、
２
０
１
９
年
５
月
の

「
記
念
集
会
」
の
開
催
や
「
50

周
年
記
念
報
告
集
」
の
発
行
、

発
祥
地
で
あ
る
川
崎
医
療
生
協

　
「
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
」
と
は

１
９
４
９
年
か
ら
51
年
に
か
け

て
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
の
示
唆
の

も
と
、
戦
後
日
本
で
の
民
主
化

運
動
の
盛
り
上
が
り
を
恐
れ
た

権
力
者
と
企
業
に
よ
る
「
ア
カ

攻
撃
」
と
い
う
思
想
弾
圧
と
約

４
万
人
に
及
ぶ
労
働
者
解
雇
を

強
行
し
た
事
件
で
す
。
川
崎
医

療
生
協
の
発
祥
の
地
、
大
師
診

療
所
も
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
を
受
け

た
岡
田
久
医
師
や
、
川
崎
で
同

じ
よ
う
に
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
を
受

け
た
労
働
者
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
た
診
療
所
で
す
。

　

貴
重
な
映
像
記
録
を
も
と
に

製
作
が
す
す
む
、
映
画
「
レ
ッ

ド
パ
ー
ジ
（
仮
題
）」
は
、
今

な
お
続
く
思
想
に
よ
る
差
別
と

弾
圧
の
存
在
を
、
現
在
の
日
本

人
に
投
げ
か
け
、
こ
の
国
の
あ

り
よ
う
を
問
う
作
品
で
、
２
０

２
０
年
秋
ご
ろ
完
成
予
定
で
す
。

　

製
作
を
成
功
さ
せ
、
映
画
を

普
及
さ
せ
よ
う
と
、
事
務
局
で

は
製
作
費
へ
の
協
賛
を
個
人
や

団
体
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

目
標
金
額
は
１
０
０
０
万
円
。

製
作
支
援
協
賛
金
は
１
口
１
０

０
０
円
で
、
10
口
以
上
の
協
賛

金
を
提
供
し
た
個
人
、
団
体
に

は
、
名
前
を
字
幕
で
紹
介
し
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は

　

０
３

－

３
５
７
６

－

３
７
５

５　

同
事
務
局
ま
で
。

「
川
崎
か
ら
公
害
を
な
く
す
会
」

「
川
崎
か
ら
公
害
を
な
く
す
会
」

 

第第
3333
回
総
会

回
総
会 

開
催
開
催

制
作
支
援
協
賛
金
を
募
集

制
作
支
援
協
賛
金
を
募
集

 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「「
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ（
仮
題
）

（
仮
題
）」」

川崎医療生協 第71回 通常総代会
開催会場と形式の変更

※各地区の選挙で選出された総代の参加も、会
場のスペースの関係で制限させていただきま
す。参加する総代については、公共交通機関を
使用しないように、事務局が車で送迎するなど
対応します。
※傍聴席は設けません。

2020年５月16日　　　
川崎医療生協　理事会

　６月27日に開催予定の、第71回通常総代
会は、新型コロナウイルス感染に係る緊急
事態宣言の影響で、会場であるサンピアン
かわさきのホールが使用できるか不明のた
め、５月の理事会において、開催場所と形
式を変更しました。

振込先（郵便振替）番号
0130－4－26339
加入者名
レッドパージ反対全国連絡センター

市市のの「大気汚染公害改善「大気汚染公害改善（克服）（克服）

キャンペーン」キャンペーン」をを批判批判

大師診療所入口の記念碑


